


コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
大
半
を
紀
伊

半
島
沿
岸
部
の
漁
村
出
身
者
が
占

め
て
い
た
。彼
ら
は
、日
本
文
化
を

守
り
な
が
ら
、漁
師
や
缶
詰
工
場

な
ど
の
漁
業
関
連
の
仕
事
を
生
業

と
し
た
。

そ
の
当
時
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
水
揚
げ
さ
れ
た
ビ
ン
ナ
ガ
マ
グ

ロ
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
人
漁
師
の

捕
獲
し
た
も
の
で
あ
り
、
マ
グ
ロ

缶
詰
の
一
大
生
産
拠
点
を
つ
く
り

あ
げ
た
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
島
か
ら
生

ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
代
表

的
な
ツ
ナ
缶
の
ブ
ラ
ン
ド
「
チ
キ

ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
」は
、現
代
で

も
ア
メ
リ
カ
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
和
歌
山

県
民
は
多
く
渡
っ
て
お
り
、高
級
ボ

タ
ン
の
材
料
と
さ
れ
た
白
蝶
貝
の

採
取
に
従
事
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
北
岸
に
あ
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
・

ブ
ル
ー
ム
・
木
曜
島
の
３
地
域
は

有
数
の
採
貝
地
で
知
ら
れ
て
い
た
。

特
に
木
曜
島
で
従
事
す
る
日
本
人

９
０
０
人
の
う
ち
、約
8
割
が
和
歌

山
県
民
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

カ
ナ
ダ
の
西
部
に
あ
る
ス
テ
ィ

ブ
ス
ト
ン
で
は
日
高
郡
美
浜
町
三

尾
の
出
身
者
た
ち
が
鮭
漁
に
従
事

し
、彼
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
カ

ナ
ダ
の
三
尾
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

カ
ナ
ダ
移
民
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ

る
三
尾
村
出
身
の
工
野
儀
兵
衛
は
、

白
人
の
事
業
主
に
依
頼
さ
れ
、毎
年

数
十
名
の
村
民
を
カ
ナ
ダ
に
呼
び

寄
せ
、三
尾
村
で
は
「
つ
れ
も
て
い

こ
ら
」と
い
う
合
言
葉
が
流
行
し
た

と
い
う
。
カ
ナ
ダ
か
ら
帰
国
し
た

人
々
は
英
語
ま
じ
り
の
言
葉
で
話

し
、西
洋
様
式
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
取

り
入
れ
た
こ
と
か
ら
、日
本
の
三
尾

村
は
「
ア
メ
リ
カ
村
」と
呼
ば
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

南
米
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
も
多
く
の

県
民
が
移
住
し
て
お
り
、新
天
地

を
求
め
多
く
の
人
々
が
世
界
各
地

に
旅
立
っ
て
い
る
。日
本
人
の
勤

勉
さ
ゆ
え
、優
秀
な
労
働
力
と
し

て
移
住
先
に
認
め
ら
れ
活
躍
し
た
。

戦
時
中
の
移
民
の
困
難

第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と

と
も
に
、
各
地
の
移
民
た
ち
の

生
活
は
一
変
す
る
こ
と
に
な
る
。

１
９
４
１
年
の
旧
日
本
軍
に
よ
る

真
珠
湾
攻
撃
を
機
に
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
島
で
は
日
系
一
世
で
あ
る

日
本
人
会
の
男
性
幹
部
た
ち
が

F
B
I
に
連
行
さ
れ
た
。
翌
年

に
は
島
に
残
っ
て
い
た
日
系
二
世

や
女
性
た
ち
の
全
員
に
、
島
か
ら

の
立
ち
退
き
命
令
が
下
さ
れ
、
多

く
の
人
々
が
収
容
所
の
ひ
と
つ
で

あ
る
マ
ン
ザ
ナ
ー
収
容
所
へ
の
移

動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
タ
ー
ミ

ナ
ル
島
に
移
住
し
て
い
た
人
々
は

今
ま
で
築
き
あ
げ
て
き
た
す
べ
て

の
も
の
を
失
っ
た
が
、
不
自
由
な

収
容
所
の
暮
ら
し
の
中
で
さ
え
も
、

日
用
品
や
工
芸
品
な
ど
を
つ
く
り

だ
す
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
た
。

和
歌
山
市
出
身
の
画
家
ヘ
ン

リ
ー
杉
本
も
ア
メ
リ
カ
で
収
容
さ

れ
た
ひ
と
り
で
あ
る
。
収
容
所
に

あ
っ
た
シ
ー
ツ
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に

し
、
わ
ず
か
な
手
持
ち
の
絵
具
で

日系人強制退去命令ポスター（複製 個人蔵）

ブリキ缶  バン・キャンプ・シーフード社
ジョセフ・フェラーロ撮影

（太地町歴史資料室 提供）

昼食前の列
ヘンリー杉本作、年代不詳　原本：油絵水彩 キャンパス 額縁

（和歌山市民図書館蔵）

ターミナル島で従事する漁師（太地町歴史資料室蔵 提供）

洗濯場
ヘンリー杉本作、年代不詳写真
原本：油絵水彩 キャンパス 額縁

（和歌山市民図書館蔵）

3

移
民
の
は
じ
ま
り

世
界
へ
旅
立
つ

日
本
最
初
の
海
外
へ
の
集
団
移

民
は
、
１
８
６
８
年
（
明
治
元
）

に
グ
ァ
ム
島
へ
40
人
余
り
、ハ
ワ

イ
へ
１
５
３
人
が
渡
航
し
た
こ

と
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

１
８
８
５
年
2
月
の
第
1
回
官
約

移
民
で
９
５
３
人
の
う
ち
22
人
の

和
歌
山
県
民
が
ハ
ワ
イ
へ
渡
っ

て
い
る
。同
年
6
月
の
第
２
回
官

約
移
民
で
は
９
８
３
人
の
う
ち

33
人
の
県
民
が
含
ま
れ
て
い
る
。

１
８
９
８
年
に
ハ
ワ
イ
王
国
が
ア

メ
リ
カ
に
併
合
さ
れ
、日
本
人
の

ア
メ
リ
カ
本
土
へ
の
渡
航
が
自
由

に
な
っ
た
。開
拓
の
途
上
で
労
働

力
が
不
足
し
、そ
れ
を
補
う
た
め

移
民
を
歓
迎
し
て
い
た
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
へ
の
移
住
者
が
次
第
に
増

え
て
い
っ
た
。

和
歌
山
県
の
紀
南
地
方
か
ら
は
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
へ
多
く
の
人
々

が
渡
航
し
た
。ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
港

の
一
角
に
あ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
島
で

は
、３
０
０
０
人
ほ
ど
い
た
日
系

明治維新により江戸時代が終焉をむかえ、日本で初めての海外移住

から百数十年もの時がたつ。移民輩出人口が全国６位といわれている

和歌山県民であっても、移民の歴史を知る若い世代は大変少なくなって

きている。新天地を求め、海を渡った人たちは、世界各地の移住先で

どのような歴史を歩んできたのか…。私たちは移民の歴史を忘れないで、

後世に伝える必要があるだろう。

神戸港出帆「在伯同胞活動実況写真帖」  
竹下写真館  所収（和歌山市民図書館蔵）

洗濯場
ヘンリー杉本作、年代不詳写真
原本：油絵水彩 キャンパス 額縁

（和歌山市民図書館蔵）

移民神戸港出帆刹那の光景
「在伯同胞活動実況写真帖」竹下写真館  所収
（和歌山市民図書館蔵）

新天地を
めざして
～和歌山県における移民の歴史～
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幼少期は和歌山で育つ

“フレッド・イサム・ワダ”日本名は和田勇といい、アメ

リカ合衆国の実業家で和歌山県にルーツを持つ日系二

世である。勇はアメリカに移住していた和歌山県出身の

移民であった両親から生まれた。両親の経営していた食

堂が軌道にのらず、家族の生活は大変苦しいものだった。

幼少期に祖父母に引き取られ和歌山県御坊市で暮らす。

数年後アメリカに戻った勇は、12歳でシアトル郊外の

農園に住み込みで働いた。17歳のときサンフランシスコ

の青果店に移り、仕事ぶりが認められ店長に抜擢される。

その後独立を果たし、オークランドで青果の屋台をはじ

める。様々な野菜を見栄え良く陳列するという当時は画

期的な手法でお店は大繁盛し、オークランドの日系人の

間では一目を置かれる存在となった。

スポーツ界と親交を持ったきっかけ

その後、勇は和歌山県出身の夫人と結婚し、オークラ

ンドの日系人社会でも中心的存在となっていた。順風満

帆な人生を送っていたが、日米開戦となり、多くの日系人

が強制収容所への移動を余儀なくされる中、今まで積み

上げてきたものが崩れ去ることになる。勇は収容所へは

行かず、ユタ州に移り終戦まで農業を営んだ。

戦後はオークランドに戻らず、家族でロサンゼルスに移

住しスーパーマーケットを経営する。ここでも商才をいかん

なく発揮し、17店舗のチェーン店を構えるまで繁盛した。

1949年にロサンゼルスで開催された全米水泳競技

会に日本人選手が出場することになった。戦後間もない

ということもあり宿泊拒否や暴言を吐かれるなど、反日感

情がいまだ高い中、日本人選手の宿舎として自宅を提供

することになった。勇の手厚い支援を受けた日本の選手

団は世界記録をたたき出し、優勝する大活躍振りでアメ

リカ人を驚愕させた。これを契機に日本のスポーツ界とも

深い親交をもつことになった。

東京オリンピック招致に貢献

1958年東京オリンピック招致準備委員会が設立され

ると、日本のスポーツ界から懇願され日系アメリカ人とし

て唯一招致委員に就任した。

東京へのオリンピック招致を成功させるために、中南

米の国々へ自費で夫人と訪問し集票活動に邁進した。そ

の甲斐があって、劣勢とされていた開催地投票を制し、東

京オリンピック開催が決定することになる。

東京オリンピック開催に多大なる貢献を果たしたとし、

勲四等瑞宝章が贈られている。

聖火が国立競技場に灯ったとき、和歌山弁まじりの日

本語でこうつぶやいたと言う。「日本はこれで一等国に

なったんや。戦争に敗けて四等国になったけどよう立ち

直ったなぁ。日本人は皆よく頑張ったなぁ。」

その後は、ロサンゼルス港湾委員会委員に就任し、和

歌山下津港をはじめとする日本の多くの港と貿易協定を

結ぶことにも貢献した。ロサンゼルスオリンピックの招致

にも参加するなど、経済界、スポーツ界ともに多大な功績

を残した。

晩年の勇は、日系人引退者ホームの建設と運営に情

熱を燃やした。日系人一世は、パイオニアである。見知ら

ぬ土地で言葉も分からず、文化や習慣が違う社会で苦労

を重ねてきた人たちである。仕事を引退し、介護が必要

となった一世の人たちに、安心して生活してもらいたいと、

和田勇は願った。

東京オリンピック
招致に貢献した
日系人
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６
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で
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、
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し
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焼
き
を
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な
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ど
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が
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明
治
か
ら
は
じ
ま
っ
た
移
民
の
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は
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百
数
十
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以
上
を
数
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て
お
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、
和
歌
山
県
に
ル
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ツ
を

持
つ
多
く
の
人
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が
世
界
各
地
に
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ら
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る
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和
歌
山
県
を
故

郷
と
想
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し
た
人
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の
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に
も
、
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は
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に
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で
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ろ
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（和歌山市民図書館蔵）

サントス港についたぶえのすあいれす丸
「在伯同胞活動実況写真帖」竹下写真館  所収
（和歌山市民図書館蔵）

（　　　　　　　　　　　　 ）
監 修

取 材 協 力

資 料 提 供

参 考 資 料

表 紙 写 真

ブラジル自作農募集チラシ
海外移住組合連合会

（和歌山市民図書館蔵）

東 悦子
  和歌山大学観光学部 教授
  和歌山大学紀州経済史文化研究所 所長

（公財）和歌山県国際交流協会

和歌山市民図書館

太地町歴史資料室

「移民と和歌山」先人の軌跡をたどって

発　行／和歌山大学紀州経済史文化研究所

提供元は本文中に記載。
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②徐福公園
徐福の墓を中心に整備された公園。秦の始皇
帝の命により不老不死の霊薬を求めて渡来し
た徐福は、この地に永住し、大陸からの文化や
農耕・漁業の技術を伝えた。

①鳩ぽっぽ歌碑
新宮市出身の東くめは、明治 32
年に日本初の口語による童謡「鳩
ぽっぽ」を作詞した。代表作は「お
正月」や「雪やこんこん」など。

⑩浮島の森（入場料100 円）
住宅街のなかにある沼地に浮かぶ島。
その大きさは南北約 50 ｍ、東西約 90
ｍ。寒暖両性の植物 130 種余りが自然
混生する国の天然記念物。

⑥熊野速玉大社
熊野三山の一社。境内にある「熊野神宝館」には
約 1200 点もの国指定文化財が保管展示されている。
御神木として樹齢 1000 年とされる椰の巨木がある。

④新宮市立歴史民俗資料館
阿須賀神社の境内にある資料館。蓬莱山
周辺や境内で発見された遺跡の出土品を
中心に展示している。

⑦佐藤春夫記念館
大正・昭和に活躍した新宮市出身の詩人・小
説家 佐藤春夫の東京旧宅を移築・復元したも
の。直筆原稿や愛用品などが展示されている。

⑤新宮城跡（丹鶴城公園）
丹鶴山上にあった新宮城（別名 丹鶴城）。
現在は石垣のみが残る公園で天守台からの
眺めは格別。春は桜の名所として賑わう。

③阿須賀神社
『日本書紀』の神武東征神話にも登場する神社。
宮司は篠笛の名手で、運がよければその音色
を聴かせてもらえるかも。

⑧川原家横丁
江戸時代から昭和初期にかけて熊野川河川敷に多
く軒を連ねていた川原家を観光名所として再現。川
原家とは、増水時に解体しやすいよう釘をほとんど
使わずに組み立てられた家 ( 店 ) のこと。

レンタサイクル 500 円 / 日
新宮市観光協会（新宮駅構内）
TEL 0735-22-2840
徐福公園
TEL 0735-21-7672
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置
す
る
新し

ん
宮ぐ

う
市
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　望
郷
詩
人
と
も
い
わ
れ
た
文
豪 

佐
藤
春

夫
が
「
空
青
し 

山
青
し 

海
青
し
」
と
讃
え 

、

熊
野
三
山
の
ひ
と
つ
で
あ
る
熊
野
速は
や

玉た
ま

大
社

の
門
前
町
と
し
て
古
く
か
ら
栄
え
て
き
た
。

ま
ず
は
JR
新
宮
駅
を
ス
タ
ー
ト
。
駅
前
広

場
の
一
角
に
「
鳩
ぽ
っ
ぽ
歌
碑
」
が
あ
る
。

広
場
か
ら
北
東
方
向
に
す
ぐ
見
え
る
極
彩
色

豊
か
な
中
国
風
楼
門
が
「
徐じ
ょ

福ふ
く

公
園
」
の

入
口
だ
。
園
内
を
散
策
し
た
後
、
公
園
の
裏

口
か
ら
出
て
「
阿あ

須す

賀か

神
社
」
へ
向
か
っ
た
。

こ
こ
は
熊
野
参
詣
で
多
く
の
人
が
訪
れ
た
阿

須
賀
王
子
跡
で
、
境
内
に
は
「
歴
史
民
俗
資

料
館
」
も
あ
る
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
「
新
宮
城
跡
」
だ
。

城
郭
は
な
い
が
立
派
な
石
垣
に
登
れ
ば
、
熊

野
川
か
ら
熊
野
灘
ま
で
も
見
渡
せ
る
。

石
段
を
下
っ
て
西
に
す
す
む
と
国
道
42
号

線
に
で
る
。
地
下
道
を
利
用
し
て
国
道
を

越
え
て
更
に
す
す

む
と
「
熊
野
速
玉
大

社
」
の
大
鳥
居
に
到
着
す

る
。
参
道
を
通
っ
て
神
門
を
く
ぐ
れ
ば
、
朱

塗
り
で
彩
ら
れ
た
社
殿
が
立
ち
並
び
、
周
囲

の
木
々
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
。

熊
野
速
玉
大
社
の
駐
車
場
に
は
「
佐
藤
春

夫
記
念
館
」
が
隣
接
し
て
い
る
。
道
路
を
挟

ん
だ
向
か
い
側
に
は
、
土
産
物
店
や
飲
食
店

が
並
ぶ
「
川か
わ

原ら

家や

横
丁
」
が
あ
っ
た
。
店
先

の
ミ
カ
ン
に
惹ひ

か
れ
て
立
ち
寄
り
休
憩
し
た

後
、
国
道
へ
と
戻
っ
て
南
下
す
る
。

裁
判
所
前
交
差
点
で
右
折
し
、
案
内
看
板

に
沿
っ
て
「
神か
み

倉く
ら

神
社
」
へ
向
か
っ
た
。

鳥
居
か
ら
急
勾
配
の
石
段
が
森
の
中
へ
と

の
び
て
い
た
。
源
頼
朝
が
寄
進
し
た
と
い
う

石
段
5
3
8
段
を
登
り
き
れ
ば
、
社
殿
に

覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
御
神
体
の
ゴ
ト
ビ
キ

岩
が
あ
っ
た
。
眼
下
に
は
新
宮
市
街
を
一
望

す
る
絶
景
が
広
が
る
。
日
本
書
紀
に
よ
る
と
、

こ
こ
神
倉
山
は
熊
野
の
神
々
が
最
初
に
降
臨

し
た
場
所
で
、
後
に
現
在
の
社
地
に
移
さ
れ

た
と
さ
れ
る
。
こ
ち
ら
を
「
元も
と

宮み
や

」、
熊
野

速
玉
大
社
を
「
新に
い

宮み
や

」
と
区
別
し
た
こ
と
が

地
名
の
由
来
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

神
社
を
後
に
し
て
国
道
へ
戻
り
、
裁
判
所

前
交
差
点
か
ら
西
へ
向
か
う
。「
浮
島
の
森
」

へ
の
案
内
看
板
に
沿
っ
て
住
宅
街
を
北
上
し

て
い
く
と
、
沼
地
に
浮
か
ぶ
森
が
あ
ら
わ
れ

た
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
な
島
内
は
、
実
際

に
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
住
宅
街
に
あ
る
と

は
と
て
も
思
え
な
い
不
思
議
な
空
間
を
満
喫

し
て
、
新
宮
駅
へ
と
戻
っ
た
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
約
6
㎞
と
長
く
、
途
中

に
は
石
段
を
上
り
下
り
す
る
ス
ポ
ッ
ト
が
あ

る
た
め
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
す
る
こ

と
も
お
す
す
め
だ
。

⑨神倉神社
地上から約60ｍの絶壁にある熊野速玉大社の摂
社。山の上に鎮座する巨大な御神体「ゴトビキ岩」
が圧巻。ゴトビキは地元の方言でヒキガエルのこと。
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大正・昭和に活躍した新宮市出身の詩人・小
説家 佐藤春夫の東京旧宅を移築・復元したも
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⑤新宮城跡（丹鶴城公園）
丹鶴山上にあった新宮城（別名 丹鶴城）。
現在は石垣のみが残る公園で天守台からの
眺めは格別。春は桜の名所として賑わう。
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『日本書紀』の神武東征神話にも登場する神社。
宮司は篠笛の名手で、運がよければその音色
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江戸時代から昭和初期にかけて熊野川河川敷に多
く軒を連ねていた川原家を観光名所として再現。川
原家とは、増水時に解体しやすいよう釘をほとんど
使わずに組み立てられた家 ( 店 ) のこと。
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ん
だ
向
か
い
側
に
は
、
土
産
物
店
や
飲
食
店

が
並
ぶ
「
川か
わ

原ら

家や

横
丁
」
が
あ
っ
た
。
店
先

の
ミ
カ
ン
に
惹ひ

か
れ
て
立
ち
寄
り
休
憩
し
た

後
、
国
道
へ
と
戻
っ
て
南
下
す
る
。

裁
判
所
前
交
差
点
で
右
折
し
、
案
内
看
板

に
沿
っ
て
「
神か
み

倉く
ら

神
社
」
へ
向
か
っ
た
。

鳥
居
か
ら
急
勾
配
の
石
段
が
森
の
中
へ
と

の
び
て
い
た
。
源
頼
朝
が
寄
進
し
た
と
い
う

石
段
5
3
8
段
を
登
り
き
れ
ば
、
社
殿
に

覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
御
神
体
の
ゴ
ト
ビ
キ

岩
が
あ
っ
た
。
眼
下
に
は
新
宮
市
街
を
一
望

す
る
絶
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が
広
が
る
。
日
本
書
紀
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と
、

こ
こ
神
倉
山
は
熊
野
の
神
々
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初
に
降
臨

し
た
場
所
で
、
後
に
現
在
の
社
地
に
移
さ
れ

た
と
さ
れ
る
。
こ
ち
ら
を
「
元も
と

宮み
や

」、
熊
野

速
玉
大
社
を
「
新に
い

宮み
や

」
と
区
別
し
た
こ
と
が

地
名
の
由
来
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

神
社
を
後
に
し
て
国
道
へ
戻
り
、
裁
判
所

前
交
差
点
か
ら
西
へ
向
か
う
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浮
島
の
森
」

へ
の
案
内
看
板
に
沿
っ
て
住
宅
街
を
北
上
し

て
い
く
と
、
沼
地
に
浮
か
ぶ
森
が
あ
ら
わ
れ

た
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
な
島
内
は
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実
際

に
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
住
宅
街
に
あ
る
と

は
と
て
も
思
え
な
い
不
思
議
な
空
間
を
満
喫

し
て
、
新
宮
駅
へ
と
戻
っ
た
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
約
6
㎞
と
長
く
、
途
中

に
は
石
段
を
上
り
下
り
す
る
ス
ポ
ッ
ト
が
あ

る
た
め
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
す
る
こ

と
も
お
す
す
め
だ
。

⑨神倉神社
地上から約60ｍの絶壁にある熊野速玉大社の摂
社。山の上に鎮座する巨大な御神体「ゴトビキ岩」
が圧巻。ゴトビキは地元の方言でヒキガエルのこと。
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と
、
串
に
刺
す
。
刺
し
た
串
を
10

串
ず
つ
網
縄
で
編
ん
だ
あ
と
、
柿

屋
に
つ
る
し
て
自
然
乾
燥
さ
せ
る
。

あ
る
程
度
乾
燥
し
た
ら
、
棒
で
押

し
て
厚
み
と
形
を
整
え
る
「
手
入

れ
」
と
い
う
作
業
に
移
る
。
現
在

は
プ
レ
ス
ロ
ー
ラ
ー
と
い
う
機
械

で
均
一
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
か
つ
て
は
す
べ
て
手
作
業

だ
っ
た
。

乾
燥
と
手
入
れ
を
繰
り
返
し
、

乾
燥
が
進
ん
だ
柿
は
、
藁
で
包
む

な
ど
し
て
静
置
し
、
白
い
粉
が
表

面
を
覆
う
と
い
よ
い
よ
出
荷
と
な

る
。
文
字
に
す
る
と
簡
単
だ
が
、

地
元
の
農
家
に
よ
る
と
、
か
つ
て

は
村
全
体
で
行
う
共
同
作
業
だ
っ

た
と
い
う
。

「
あ
の
家
の
皮
む
き
が
終
わ
る

と
、
次
は
こ
の
家
の
串
刺
し
と
い

う
感
じ
で
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

や
り
ま
し
た
。
そ
の
時
期
の
生
活

は
串
柿
一
色
で
、
年
中
行
事
の
よ

う
で
し
た
よ
」。

今
は
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
で
行
う

よ
う
に
な
っ
た
串
柿
作
り
だ
が
、

晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
、
里
が

串
柿
一
色
に
な
る
こ
と
は
変
わ
ら

な
い
。

　
串
柿
が
な
ぜ
正
月
飾
り
と
し
て
定
着
し
た
の
か
。
串
柿
の
里
に

は
、
そ
の
疑
問
に
答
え
る
ヒ
ン
ト
と
な
り
そ
う
な
民
話
が
残
っ
て

い
る
。

　秀
吉
が
天
下
人
と
な
っ
た
頃
の
正
月
、
大
阪
城
で
新
年
を
祝
う

酒
盛
り
が
あ
っ
た
。
宴
は
三
日
三
晩
続
き
、
家
臣
た
ち
も
さ
す
が

に
酔
い
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　こ
ん
な
時
に
敵
の
不
意
打
ち
を
食
ら
っ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な

い
と
、秀
吉
が
頭
を
か
か
え
て
い
た
と
こ
ろ
、ひ
と
り
の
大
将
が「
串

柿
に
は
酒
の
悪
酔
い
を
覚
ま
す
効
き
目
が
あ
る
」
と
進
言
し
た
。

　秀
吉
は
す
ぐ
さ
ま
床
の
間
の
鏡
餅
の
上
に
、
串
柿
を
飾
る
よ
う

命
じ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
大
阪
城
で
は
串
柿
は
正
月
の

お
祝
い
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
、
や
が
て
ど
の
家
で
も
飾
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　四
郷
に
は
、
夜
な
べ
仕
事
の
気
晴
ら
し
に
歌
わ
れ
た
「
柿
仕
歌
」

が
伝
わ
っ
て
い
る
。
柿
を
串
に
刺
す
作
業
の
際
に
歌
わ
れ
た
も
の

で
、
歌
詞
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
異
な
る
部
分
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

村
の
共
同
作
業
の
雰
囲
気
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

し
ょ
う
が
い
ば
あ
さ
ま

　

 

や
き
餅
ゃ
す
き
で

ゆ
う
べ
九
つ

　

 

け
さ
七
つ

さ
ま
の
声
き
き
ゃ

　

 

ね
む
た
目
も
さ
め
る

さ
ま
は
目
医
者
か

　

 

目
ぐ
す
り
か

わ
し
の
親
方

　

 

前
か
ら
き
つ
い

ひ
な
か
休
み
の

　

 

ひ
ら
お
そ
い

串
柿
と
秀
吉

四
郷
の
仕
事
歌

家屋の2階につるす姿もみられる

秋から冬、里は串柿一色に

9 歴史　｜　紀州の正月は串柿で

正
月
飾
り
と
し
て

正
月
の
縁
起
物
と
し
て
お
な
じ

み
の
鏡
餅
・
橙
、
串
柿
の
セ
ッ
ト

は
、
古
く
か
ら
三
種
の
神
器
を
模

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
そ

の
う
ち
、
串
柿
は
「
草
薙
の
剣
」

に
例
え
ら
れ
、
正
月
飾
り
と
し
て

欠
か
せ
な
い
も
の
だ
。

ま
た
、
串
柿
に
は
数
合
わ
せ
に

よ
る
意
味
づ
け
が
あ
る
。
最
も
一

般
的
な
10
個
の
串
で
は
、
真
ん
中

に
６
個
、
縄
を
は
さ
ん
で
左
右
に

２
個
ず
つ
の
干
し
柿
を
通
し
、

「
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
（
２
個
・

２
個
）
仲
む
つ
（
６
個
）
ま
じ
く
」

ま
た
は
「
夫
婦
（
２
・
２
）
仲
む

つ
ま
じ
く
」
の
意
味
を
込
め
る
。

５
個
の
串
も
あ
り
、
こ
れ
に
は
真

ん
中
に
３
個
を
通
し
て
「
ひ
と
り

ひ
と
り（
１
・１
）が
み
ん
な（
３
）

幸
せ
に
」
の
意
味
が
あ
る
。

串
柿
づ
く
り
の
あ
れ
こ
れ

四
郷
の
串
柿
づ
く
り
は
、
10
月

末
か
ら
11
月
ご
ろ
に
始
ま
る
。
使

わ
れ
る
柿
は
、
先
の
と
が
っ
た
細

長
い
形
の
青
曽
柿
と
い
う
渋
柿
。

渋
柿
は
身
が
締
ま
っ
て
い
る
の
で
、

串
に
刺
す
と
き
に
す
べ
り
に
く
い

と
い
う
。

串
柿
の
作
り
方
は
、
収
穫
か
ら

ヘ
タ
取
り
、
皮
む
き
を
行
っ
た
あ

干し柿の産地は全国津々浦々数あれど、正月の縁起物・串柿と言えば、
紀州・四

し
郷
ごう
（伊都郡かつらぎ町）が日本一の産地として名高い。

しかし、串柿がどのようないわれで正月飾りの地位を得たのか、
また、なぜ四郷が産地なのか、はっきりしたことは分かっていない。

串柿の里・四郷には、それらをうかがわせる伝承や暮らしぶりが、今でも残っている。

紀
州
の

 
正
月
は

  

串
柿
で
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　「
今
は
お
客
さ
ん
が
使
い
分
け

を
し
て
い
く
時
代
に
な
っ
て
い

る
」
と
英
生
氏

は
語
る
。

　同
じ
束
子
で

あ
っ
て
も
、
そ

の
用
途
に
合
わ

せ
て
使
い
や
す

い
形
・
柔
ら
か

さ
は
変
わ
っ
て

く
る
。
そ
れ
を

共
に
考
え
提
案

す
る
こ
と
で
そ

れ
ぞ
れ
の
要
望

に
合
っ
た
商
品

を
作
っ
て
い
く
。

　今
で
は
従
業
員
一
丸
と
な
っ
て

様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
従
来

の
束
子
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る

よ
う
な
ド
ー
ナ
ツ
型
・
ハ
ー
ト
型

の
オ
シ
ャ
レ
な
束
子
や
ス
ト
ラ
ッ

プ
に
使
え
る
小
さ
な
束
子
ま
で
、

１
２
０
種
類
以
上
の
商
品
を
作
っ

て
い
る
そ
う
だ
。

　ま
た
、
全
国
を
周
り
束
子
巻
き

体
験
な
ど
を
通
し
て
棕
櫚
束
子
の

魅
力
を
伝
え
る
活
動
や
、
地
元
の

小
学
校
か
ら
工
場
見
学
に
来
て
も

ら
い
、
か
つ
て
棕
櫚
で
栄
え
た
町

の
地
場
産
業
を
知
っ
て
も
ら
う
普

及
活
動
も
続
け
て
い
る
。

　

　１
９
３
０
年
ご
ろ
か
ら
家
業
と

し
て
棕
櫚
製
品
の
加
工
を
行
い
、

１
９
４
８
年
に
先
代
の
髙
田
耕
造

氏
が
創
業
、
棕
櫚
束
子
の
製
造
を

開
始
し
た
。

　現
在
は
２
代
目
の
髙
田
英
生
氏

が
代
表
を
務
め
、
二
人
の
息
子
と

共
に
棕
櫚
製
品
の
製
造
・
販
売
を

続
け
て
い
る
。

　棕
櫚
産
業
の
一
大
拠
点
と
し
て

栄
え
た
野
上
谷
だ
っ
た
が
、
代
用

品
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
安
価

な
パ
ー
ム
（
ヤ
シ
の
実
の
繊
維
）

の
輸
入
や
、
化
学
繊
維
を
使
っ
た

ス
ポ
ン
ジ
た
わ
し
が
台
頭
す
る
よ

う
に
な
り
、
手
間
の
か
か
る
棕
櫚

製
品
は
作
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た

と
い
う
。

　髙
田
耕
造
商
店
で
も
、
一
時
は

パ
ー
ム
で
の
製
造
に
切
り
換
え
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

「
棕
櫚
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
一
念
発
起
し
、
棕
櫚
製

品
の
製
造
を
再
開
し
た
。

　だ
が
、
棕
櫚
を
使
っ
た
製
品
作
り

に
は
様
々
な
課
題
が
あ
っ
た
。
昔
は

一
山
全
て
が
棕
櫚
だ
っ
た
山
も
、
今

で
は
ほ
と
ん
ど
が
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
に

植
え
替
え
ら
れ
棕
櫚
自
体
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
。
手
入
れ
の
さ
れ

て
い
な
い
棕
櫚
は
そ
の
ま
ま
で
は
製

品
と
し
て
は
使
え
な
い
、
そ
の
棕
櫚

を
管
理
し
皮
を
剥
く
職
人
が
す
で
に

別
の
職
に
就
い
て
い
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
だ
。

　英
生
氏
は
ま
ず
か
つ
て
の
職
人

に
声
を
か
け
た
が
、
最
初
は
皆
に

断
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
毎

日
の
よ
う
に
彼
ら
の
元
に
通
い
説

得
を
続
け
る
そ
の
熱
意
に
、
一
人

二
人
と
協
力
し
て
く
れ
る
人
が
現

れ
、
今
で
は
製
品
に
で
き
る
だ
け

の
棕
櫚
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　国
産
の
棕
櫚
は
皮
の
状
態
で
届

く
た
め
、
製
品
に
す
る
に
は
繊
維

状
に
捌
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
当
時
使
っ
て
い
た
機
械
の
部

品
を
か
き
集
め
作
り
直
し
た
。

　一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
パ
ー
ム

で
作
ら
れ
た
束
子
に
比
べ
る
と
、

棕
櫚
束
子
は
繊
維
が
柔
ら
か
く
て

コ
シ
が
強
く
、
型
く
ず
れ
が
し
に

く
い
。
ま
た
水
に
も
強
い
た
め
、

普
段
よ
く
使
う
水
回
り
で
も
長
く

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　さ
ら
に
製
品
を
作
る
際
、
１
本

１
本
の
繊
維
の
品
質
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
太
い
繊
維
を
抜
き
取
る
こ
と

で
、
均
一
な
柔
ら
か
さ
に
な
る
よ

う
調
整
が
行
わ
れ
る
。

　こ
う
し
て
作
ら
れ
た
束
子
は
食

器
洗
い
な
ど
水
回
り
の
作
業
は
も

ち
ろ
ん
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
大
根
の

泥
落
と
し
に
も
利
用
で
き
、
汚
れ

は
落
と
し
て
も
皮
を
傷
つ
け
ず
栄

養
を
損
ね
な
い
と
料
理
人
か
ら
の

評
価
も
高
い
。

　柔
ら
か
さ
の
基
準
は
「
人
の
肌

を
洗
え
る
こ
と
」
。
身
体
を
洗
え

る
ほ
ど
繊
細
で
柔
ら
か
い
束
子
で

あ
れ
ば
、
何
に
使
っ
て
も
余
計
な

傷
を
つ
け
る
こ
と
な
く
や
さ
し
く

洗
う
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
髙

田
耕
造
商
店
で
は
、
代
表
の
英
生

氏
は
も
ち
ろ
ん
、
従
業
員
た
ち
も

入
浴
時
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
に
利

用
し
て
い
る
そ
う
だ
。
使
え
ば
使

う
ほ
ど
柔
ら
か
く
馴
染
ん
で
く
る

束
子
は
愛
用
者
も
多
く
、
一
度

使
っ
た
客
が
自
分
や
知
人
の
た
め

リ
ピ
ー
ト
購
入
す
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。
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場
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と
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て
の
棕
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時
代
に
合
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せ
た

          

製
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作
り

や
さ
し
い
た
わ
し

　和歌山県海南市はトイレ・バス・キッチ
ン用品といった家庭日用品で全国の8割
というシェアを誇っている。
　そのルーツは「野上谷（のかみだに）」※

で始まった棕櫚を使った和雑貨（箒・束
子・縄など）作りにある。
　今回は、現在でも地元野上谷産の棕櫚
束子を作り続けている髙田耕造商店さん
からお話を伺った。

技術を
引き継ぐ
者たち。

技術を
引き継ぐ
者たち。

技術を
引き継ぐ
者たち。
̶ 棕櫚束子 ̶
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お
客
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ん
が
使
い
分
け

を
し
て
い
く
時
代
に
な
っ
て
い

る
」
と
英
生
氏

は
語
る
。
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じ
束
子
で

あ
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て
も
、
そ

の
用
途
に
合
わ

せ
て
使
い
や
す

い
形
・
柔
ら
か

さ
は
変
わ
っ
て

く
る
。
そ
れ
を

共
に
考
え
提
案

す
る
こ
と
で
そ

れ
ぞ
れ
の
要
望

に
合
っ
た
商
品

を
作
っ
て
い
く
。

　今
で
は
従
業
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一
丸
と
な
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て
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を
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、
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来
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子
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イ
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払
拭
す
る

よ
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・
ハ
ー
ト
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レ
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束
子
や
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束
子
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で
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２
０
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造
を
再
開
し
た
。

　だ
が
、
棕
櫚
を
使
っ
た
製
品
作
り

に
は
様
々
な
課
題
が
あ
っ
た
。
昔
は

一
山
全
て
が
棕
櫚
だ
っ
た
山
も
、
今

で
は
ほ
と
ん
ど
が
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
に

植
え
替
え
ら
れ
棕
櫚
自
体
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
。
手
入
れ
の
さ
れ

て
い
な
い
棕
櫚
は
そ
の
ま
ま
で
は
製

品
と
し
て
は
使
え
な
い
、
そ
の
棕
櫚

を
管
理
し
皮
を
剥
く
職
人
が
す
で
に

別
の
職
に
就
い
て
い
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
だ
。

　英
生
氏
は
ま
ず
か
つ
て
の
職
人

に
声
を
か
け
た
が
、
最
初
は
皆
に

断
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
毎

日
の
よ
う
に
彼
ら
の
元
に
通
い
説

得
を
続
け
る
そ
の
熱
意
に
、
一
人

二
人
と
協
力
し
て
く
れ
る
人
が
現

れ
、
今
で
は
製
品
に
で
き
る
だ
け

の
棕
櫚
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　国
産
の
棕
櫚
は
皮
の
状
態
で
届

く
た
め
、
製
品
に
す
る
に
は
繊
維

状
に
捌
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
当
時
使
っ
て
い
た
機
械
の
部

品
を
か
き
集
め
作
り
直
し
た
。

　一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
パ
ー
ム

で
作
ら
れ
た
束
子
に
比
べ
る
と
、

棕
櫚
束
子
は
繊
維
が
柔
ら
か
く
て

コ
シ
が
強
く
、
型
く
ず
れ
が
し
に

く
い
。
ま
た
水
に
も
強
い
た
め
、

普
段
よ
く
使
う
水
回
り
で
も
長
く

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　さ
ら
に
製
品
を
作
る
際
、
１
本

１
本
の
繊
維
の
品
質
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
太
い
繊
維
を
抜
き
取
る
こ
と

で
、
均
一
な
柔
ら
か
さ
に
な
る
よ

う
調
整
が
行
わ
れ
る
。

　こ
う
し
て
作
ら
れ
た
束
子
は
食

器
洗
い
な
ど
水
回
り
の
作
業
は
も

ち
ろ
ん
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
大
根
の

泥
落
と
し
に
も
利
用
で
き
、
汚
れ

は
落
と
し
て
も
皮
を
傷
つ
け
ず
栄

養
を
損
ね
な
い
と
料
理
人
か
ら
の

評
価
も
高
い
。

　柔
ら
か
さ
の
基
準
は
「
人
の
肌

を
洗
え
る
こ
と
」
。
身
体
を
洗
え

る
ほ
ど
繊
細
で
柔
ら
か
い
束
子
で

あ
れ
ば
、
何
に
使
っ
て
も
余
計
な

傷
を
つ
け
る
こ
と
な
く
や
さ
し
く

洗
う
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
髙

田
耕
造
商
店
で
は
、
代
表
の
英
生

氏
は
も
ち
ろ
ん
、
従
業
員
た
ち
も

入
浴
時
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
に
利

用
し
て
い
る
そ
う
だ
。
使
え
ば
使

う
ほ
ど
柔
ら
か
く
馴
染
ん
で
く
る

束
子
は
愛
用
者
も
多
く
、
一
度

使
っ
た
客
が
自
分
や
知
人
の
た
め

リ
ピ
ー
ト
購
入
す
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。

地
場
産
業

    

と
し
て
の
棕
櫚

時
代
に
合
わ
せ
た

          

製
品
作
り

や
さ
し
い
た
わ
し

　和歌山県海南市はトイレ・バス・キッチ
ン用品といった家庭日用品で全国の8割
というシェアを誇っている。
　そのルーツは「野上谷（のかみだに）」※

で始まった棕櫚を使った和雑貨（箒・束
子・縄など）作りにある。
　今回は、現在でも地元野上谷産の棕櫚
束子を作り続けている髙田耕造商店さん
からお話を伺った。

技術を
引き継ぐ
者たち。

技術を
引き継ぐ
者たち。

技術を
引き継ぐ
者たち。
̶ 棕櫚束子 ̶

取材協力

髙田耕造商店
〒640-1173｠和歌山県海南市椋木97-2
TEL:073-487-1264
URL:http://takada1948.jp/

髙田英生  氏

※（海南市東部（北野上、中野上、南野上）から野上町及び美里町の一部に及ぶ地域の総称）
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　「
今
は
お
客
さ
ん
が
使
い
分
け

を
し
て
い
く
時
代
に
な
っ
て
い

る
」
と
英
生
氏

は
語
る
。

　同
じ
束
子
で

あ
っ
て
も
、
そ

の
用
途
に
合
わ

せ
て
使
い
や
す

い
形
・
柔
ら
か

さ
は
変
わ
っ
て

く
る
。
そ
れ
を

共
に
考
え
提
案

す
る
こ
と
で
そ

れ
ぞ
れ
の
要
望

に
合
っ
た
商
品

を
作
っ
て
い
く
。

　今
で
は
従
業
員
一
丸
と
な
っ
て

様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
従
来

の
束
子
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る

よ
う
な
ド
ー
ナ
ツ
型
・
ハ
ー
ト
型

の
オ
シ
ャ
レ
な
束
子
や
ス
ト
ラ
ッ

プ
に
使
え
る
小
さ
な
束
子
ま
で
、

１
２
０
種
類
以
上
の
商
品
を
作
っ

て
い
る
そ
う
だ
。

　ま
た
、
全
国
を
周
り
束
子
巻
き

体
験
な
ど
を
通
し
て
棕
櫚
束
子
の

魅
力
を
伝
え
る
活
動
や
、
地
元
の

小
学
校
か
ら
工
場
見
学
に
来
て
も

ら
い
、
か
つ
て
棕
櫚
で
栄
え
た
町

の
地
場
産
業
を
知
っ
て
も
ら
う
普

及
活
動
も
続
け
て
い
る
。
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９
３
０
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家
業
と

し
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櫚
製
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９
４
８
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に
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耕
造
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業
、
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の
製
造
を

開
始
し
た
。
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２
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髙
田
英
生
氏
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息
子
と

共
に
棕
櫚
製
品
の
製
造
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販
売
を

続
け
て
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る
。
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繊
維
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ポ
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台
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合計10名様にプレゼント!!

①スペイン村 ②ドイツ村 ③アメリカ村

このハガキの各項目をご記入後、切り取って投函（切手は不要です）
もしくはメールにてご応募ください。　houbo@w-i-n-g.jp

Vol.17の答えは『①春姫』でした。

ご協力ありがとうございました。

問題 カナダから帰国した人が多く
住んでいた三尾村の俗称は？

2017年3月末日〆切

応募方法

本誌へのご意見・ご感想

ヒント
本号のどこかに
答えが載っています

クイズにお答え頂いた方の中から抽選で
「たわしストラップ」を1つ

クイズとアンケートで

当たる！！
クイズとアンケートで

当たる！！

株式会社ウイング／印刷物を中心に販売促進のお手
伝いを専門とする会社で、「ほうぼわかやま」の発行
や本づくりを通じ、文字による地域文化の振興を目
指しています。自費出版のご相談はウイングまで！
［沿革］創業 1972年。設立 1981年。

ウイング 和歌山詳しくはウェブで検索→ http://w-i-n-g.jp
ほうぼわかやまのバックナンバーは弊社ホームページからもダウンロードできます。

お問い合わせ先 0120-136-700 

協力機関

「ほうぼわかやま」発行について
和歌山の歴史・文化を掘り起こし郷土愛を育む一助になればと、弊社が自費で
2008 年から年 2 回発行している情報誌です。また、この活動を通して、郷土と
社内の活性化の両立を図ることを目的としています。

本誌を作成するにあたり、次の機関・団体にご協力をいただきました。
厚く御礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

和歌山大学　（公財）和歌山県国際交流協会　和歌山市民図書館
大地町歴史資料室　新宮市　髙田耕造商店

編 集 後 記
読者のみなさま、こんにちは。ほうぼわかやまの 18 号をお届

けします。今号も、”ほうぼらしさ”を追求してみました。つまり、
わかやまの文化・歴史でも「あまり知られていないけどスゴイ」と
いう情報をお届けしたつもりです。いかがでしたでしょうか？　

ぜひ、クイズに応募するついでに感想などもお聞かせいただけ
ることを、編集部一同、楽しみにいたしております。

ところで、おかげさまで年に２回、休むことなく発行してまいり
まして、ほうぼわかやまも来年は 10 年の節目を迎えます。本当に
早いですね。創刊当初からかかわらせていただいておりますので、
私も感無量です。そのあたりについての思いは、また、20 号で書
かせていただくとして、実は何か記念になることを企画してみたい
と思っています。もし、読者のみなさまからリクエストやご要望が
ございましたら、やはりクイズに応募がてら、ぜひお聞かせいた
だけると嬉しく存じます。

では、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　第 18 号編集長　岡　京子

新
宮
市
は
、
日
本
書
紀
な
ど
で
熊く
ま

野の

神か
む
の

邑む
ら

と
よ
ば

れ
、
熊
野
信
仰
の
中
心
都
市
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

中
世
に
は
、「
熊
野
速
玉
大
社
」
の
門
前
町
と
し
て

発
展
し
、
明
治
以
降
は
熊
野
材
の
生
産
地
と
し
て
、

製
紙
業
や
製
材
業
で
繁
栄
し
ま
し
た
。

世
界
遺
産
の
熊
野
古
道
中な
か

辺へ

路ち

「
大お
お

雲ぐ
も

取と
り

越ご
え

」「
小こ

雲ぐ
も

取と
り

越ご
え

」「
高こ
う

野や

坂ざ
か

」
や
川

の
参
詣
道
「
熊
野
川
」
な
ど
、
熊
野
の
海
や
山
や
川
の
織
り
な
す
豊
か
な
大
自
然

は
素
晴
ら
し
く
、
文
化
的
な
面
に
お
い
て
は
、
佐
藤
春
夫
や
中
上
健
次
、
東
く
め
、

西
村
伊
作
と
い
っ
た
多
く
の
人
物
を
輩
出
す
る
な
ど
、
文
化
・
芸
術
へ
の
関
心
は

高
く
、
現
在
で
も
、
そ
れ
は
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
10
月
に
は
、
ま
ち
な

か
に
あ
る
「
阿
須
賀
神
社
」
が
世
界

遺
産
に
追
加
登
録
さ
れ
、
今
後
更
な

る
観
光
・
文
化
振
興
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

熊
野
文
化
と
豊
か
な
自
然
を
活
か

し
、
古
今
東
西
の
全
て
の
人
と
文
化

が
集
い
、
交
流
し
、
賑
わ
い
を
見
せ

る
、
ま
ち
全
体
が
華
や
い
だ
都
市
づ

く
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

「
人
輝
き
文
化
奏
で
る
都
市
」

こ
こ
新
宮
市
で
、
皆
様
の
お
越
し

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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M
A  
私
の
和
歌
山

新
宮
市
長

　田
岡 

実
千
年

海
・
山
・
川
が
輝
く

『
世
界
遺
産
の
ま
ち  

新
宮
市
』

田岡市長

阿須賀神社の夜景
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